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研究所トピック                             
 

【飛騨牛研究部】令和５年度の和牛種雄牛産肉能力直接検定牛（種雄牛候補牛） 

を全頭導入しました 

飛騨牛研究部では、高品質牛肉生産と優良繁殖用後継牛生産のための種雄牛造成を目的として、

毎年度、産肉能力検定直接検定法（直接検定法）を実施しておりますが、令和５年度に検定を開始する

直接検定牛１０頭の導入が完了しました。検定牛は造成目的により選抜された基礎雌牛に指定交配を

実施し、得られた雄産子から産子調査により選抜されます。今回導入した検定牛は「系統の維持と飛騨

牛の特徴（サシの形状・脂質）の改良」を種雄牛造成方針として選抜されています。なお、この１０頭の中

には当研究所から選抜された２頭も含まれています。 

直接検定は導入後、予備飼育期間（２０日間）を設け検定場所及び検定飼料などの検定環境に馴致

させ、その後１６週間（１１２日間）で検定を実施します。検定牛は年度当初から随時導入しているため、

既に検定が終了している検定牛もいますが、全頭の検定が終了するのは令和６年度当初となります。 

 今後、「飛騨牛改良推進事業専門委員会」において、この１０頭の中から直接検定成績のほか産肉能

力に関する育種価、血統等を考慮し、現場後代検定を実施する種雄牛候補牛が３頭選抜されます。 

 

 

令和５年度 産肉能力直接検定実施状況 

 

 

No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

名号 六厩７５の１１ 福將７ 茂美津龍 桐孝丸 大黒 喜久之輔 孝隆６７６の５ 福花光４ 花福６５０の６ 豊萩６

生年月日 R04.08.21 R04.11.29 R04.11.29 R04.12.04 R05.03.31 R05.06.03 R05.06.11 R05.07.01 R05.07.31 R05.08.14

登記記号番号 2022子飛黒1883 2022子美黒753 2023子飛黒88 2023子飛黒354 2023子受卵飛黒113 2023子飛黒1605 2023子飛黒1268 2023子飛黒1781 2023子飛黒1581 2023子飛黒2124

父 孝隆平 孝隆平 美津照重 孝隆平 孝隆平 花福桜 孝隆平 福平国 花福桜 花清光

２代祖 花清国 花清国 茂重安福 白清85の3 花清国 花清光 藤景虎 花清国 花清勝 白清85の3

３代祖 羅威傳王 茂重安福 福栄 羅威傅王 羅威傳王 利優福 光平福 光平福 光平福 安福

４代祖 安栄 北国7の8 平茂勝 平茂勝 飛騨白清 飛騨白清 白清85の3 白清85の3 安晴王 糸福

５代祖 糸晴波 安福 安福165の9 安福 紋次郎 平茂勝 飛騨白清 糸福 飛騨白清 安福

母 ひろこ まさき７ なえこ きりこ だいこくの２ きくこ ふじか586の7 みねはな はなか593の5 とよはぎ

登録番号 黒高222712 黒高227392 黒2513646 黒原1678248 黒原1562475 黒高227893 黒2624774 黒原1580489 黒原1711824 黒2512505

247 238 238 233 235 255 247 255 225 211

組 Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅳ Ⅴ Ⅴ Ⅴ

開始 R05.04.25 R05.07.25 R05.07.25 R05.07.25 R05.11.21 R06.02.13 R06.02.13 R06.03.12 R06.03.12 R06.03.12

(112日) 終了 R05.08.15 R05.11.14 R05.11.14 R05.11.14 R06.03.12 R06.06.04 R06.06.04 R06.07.02 R06.07.02 R06.07.02

繁殖者 住所 高山市荘川町 関市上之保 飛騨市古川町 高山市上宝町 高山市丹生川町 高山市丹生川町 高山市清見町 飛騨市河合町 高山市清見町 高山市上宝町

育種 育種
育種

ET
（畜産研究所） 育種 （畜産研究所）

検定期間

備　　考

検定牛

血統

開始時日齢(日)
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岐阜県畜産研究所  ホームページhttp://www.livestock.rd.pref.gifu.lg.jp 

□ 飛騨牛研究部 

〒506-0101 高山市清見町牧ヶ洞4393-1   Tel：0577-68-2226 Fax：0577-68-2227 

□ 酪農研究部 

〒509-7601 恵那市山岡町久保原 1975-615 Tel：0573-56-2769 Fax：0573-56-2974 

□ 養豚・養鶏研究部 

〒501-3924 関市迫間 2672-1           Tel：0575-22-3165 Fax：0575-22-3164 

 

 

【酪農研究部】岐阜県の奨励品種として新たに４品種が追加されることが決定 

  酪農研究部では、岐阜県内での栽培に適した飼料作物の品種を検討するため、品種の比較試験を

実施しております。令和３～５年度にかけては寒地型イネ科牧草のケンタッキーブルーグラス、メドウフェス

ク、リードカナリーグラスの試験を実施しました。その成績をもとに令和６年２月２０日(火)に開催された令

和５年度飼料作物奨励品種選定協議会において奨励品種の選定が行われ、ケンタッキーブルーグラス

の「ラトー」、メドウフェスクの「コスモポリタン」と「まきばさかえ」、リードカナリーグラスの「パラトン」が新たに

岐阜県の奨励品種となることが決定しました。 

 「ラトー」はさび病抵抗性を持ち、収量性に優れる品種です。また、「コスモポリタン」と「まきばさかえ」は

発芽が良好で、収量性に優れる品種です。「パラトン」は耐湿性が強く、定着性に優れます。 

今後、「岐阜県飼料作物奨励品種栽培の手引(令和６年版)」が作成され、上記の４品種が奨励品種

として掲載されます。 

 

品種比較試験の様子 

 

 

お知らせ                                 

岐阜県畜産研究所研究報告（第２３号）の刊行について 

このたび、標記研究報告書を刊行しました。 

詳細については、岐阜県畜産研究所のホームページにＰＤＦ版を掲載しましたので、ぜひご覧ください。 
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